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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、ドイツ語移動動詞と経路表現との共起関係を実証的に明らかにする試
みである。移動を表す基礎動詞のみならず、特定の経路を語彙化した不変化詞動詞をも対象とし、具体的な経路
表現との共起、共起可能な経路表現の組み合わせを究明した。「通過点」を語彙化した不変化詞動詞における意
味解釈の分化、「起点」と「着点」の非対称性、自由与格や受動などの態交替における移動動詞の振る舞いと経
路表現との関連性を探り、移動をアスペクト的に限定し得る経路表現が文の意味解釈や成立可否に大きく寄与す
ることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research project empirically examined the co-occurrences of German 
motion verbs and path expressions. Targeting not only base verbs that express types of motion but 
also particle verbs that lexicalize motion paths, this study investigated their co-occurrence with 
specific path expressions and the possible combinations of path expressions. Differentiation of the 
meanings of particle verbs that lexicalize PATH (transit point), asymmetries of SOURCE and GOAL, and
 the behavior of motion verbs and the relevance of path expressions in diathesis alternations (e.g.,
 free datives and passives) were examined, showing that path expressions that serve to indicate the 
aspect of motion events contribute relevantly to the interpretation of sentences and constraints on 
possible sentence constructions.

研究分野： 言語学、ドイツ語学

キーワード： ドイツ語　移動動詞　不変化詞動詞　経路表現　アスペクト　事象構造　コーパス　語彙意味論

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ドイツ語移動動詞と経路表現との共起関係について、大規模コーパスを用いて調査・分析することで、先行研究
では見過ごされていた言語事実を明らかにした。さらに、経路概念の表出と移動事象のアスペクトとの連関を究
明したことで、文の意味解釈とアスペクトとの相関性に光を当てた。実証研究における成果を理論研究へ還元す
ることを試みることで、新たな知見をもたらし、実証研究と理論研究の融合というアプローチに寄与した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
 ドイツ語は Talmy (2000)の移動表現の類型によるところの「付随要素枠付け言語」に属し、
移動の経路が動詞本体ではなく、主として前置詞や不変化詞といった動詞の付随要素によって
表される。ドイツ語学の分野では、とりわけ語場やヴァレンツの理論に依る研究において、量的・
質的に豊富なドイツ語の移動動詞を体系的に記述することが試みられてきた。他方で、ある移動
動詞が具体的に起点・着点・通過点のうちいずれの経路表現と結び付きやすいか、あるいはこれ
らの経路表現がどのような組み合わせで移動動詞文に出現するのかを問題とした実証研究は、
どちらかと言えば散逸的に試みられてきたに留まる。また、従来の体系的な記述研究で取り上げ
られてきたのは、もっぱら移動を表す基礎動詞のみであり、経路の語彙化に関わる不変化詞を伴
う不変化詞動詞は分析の射程に収められていない。移動の不変化詞動詞に関する分析としては、
Olsen による語彙意味論に立脚した理論研究があるが（Olsen 1997 など）、Olsen の分析を支え
るデータは主に内省に基づくものである。 
 これらの先行研究における動向に鑑みて、ドイツ語移動動詞と経路表現の共起に関する大規
模コーパスを用いた実証的データの提供が待たれるところであり、なかでも、移動を表す基礎動
詞のみならず、特定の経路を含意する不変化詞動詞をも対象とし、経路概念の言語化を問うアプ
ローチが求められると考えられた。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題では、移動事象の言語化、とくに移動を枠付ける経路の概念がどのように表出され
るのかを、大規模コーパスの事例に基づき究明することとした。移動を表す基礎動詞のみならず、
特定の経路を含意する不変化詞動詞をも対象とし、具体的な経路表現との共起頻度・共起可能な
経路表現の組み合わせを問題とすることで、移動事象をアスペクト的に限定し得る経路表現の
言語化に関わる意味的・統語的制限を明らかにすることを目指した。 
 研究代表者はすでにそれまでの研究において、動詞の語彙的意味がその動詞が用いられる構
文の可否や解釈とどのように関連するかという観点から、ドイツ語の移動動詞が様々な構文で
用いられる場合を取り上げ、調査・分析を行ってきた。本研究課題では、移動動詞の語彙的意味
によって求められる項である経路表現に焦点を当て、経路表現の有無およびその内実と移動動
詞文（構文）の意味との関連性を問うこととした。コーパス事例調査に基づいて、経路概念の表
出と移動事象のアスペクト的解釈、さらには構文の意味がどのように連関するかを明らかにす
ることにより、経験的データの理論への還元を試みた。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題のコーパス事例調査は、移動動詞（基礎動詞）と経路表現との共起に関する調査（調
査 1）および不変化詞動詞と経路表現との共起に関する調査（調査 2）に分けて実施した。事例
調査にあたっては、ドイツ語研究所によってオンラインで公開されている大規模コーパス
DeReKo（Das Deutsche Referenzkorpus）を活用した。 
 ２．で述べた研究目的のもと、具体的には主に次の 3 つの観点からアプローチを進めた。 
 
(1) durch を伴う不変化詞動詞における意味解釈の分化 
移動の通過点を含意する durch を伴う不変化詞動詞では、「～を通り過ぎる」という空間的意味
と並び、「～（移動）し続ける」という時間的意味が認められる。コーパス事例調査に基づき、
両解釈の分化のメカニズムを明らかにする。 
 
(2) 起点ないし着点の表出とその非対称性 
移動の起点と着点については、Ikegami (1987)においてその言語化に関わる非対称性─起点が有
標な表示である一方で、着点は無標な表示である─が指摘されている。とくに移動動詞 fahren
と fahren を基礎動詞とする不変化詞動詞を対象に、起点と着点の表出の実態を調査し、両者の
非対称性がどのような点で認められるのかを探る。 
 
(3) 広義の態交替における移動動詞の振る舞いと経路表現との関連 
動詞のヴァレンス拡大現象である「自由な」与格構文、受動構文の一種とされる bekommen＋
過去分詞構文（bekommen 受動文）では、それぞれの構文の本来的な意味と並び、使役に通じ
る読みが可能となる場合がある。そのような構文の副次的な意味が得られる条件を、とくに経路
表現との関わりから明らかにする。 
 
研究実施期間のうち、最初の 2 年間は研究の基盤を構築するための時期とし、予備調査の再検
討、および事例データの収集・分析を集中的に行った。調査の過程で得られた研究成果について
は、学会や研究会で口頭研究発表の形で披露し、学術誌への論文投稿へと繋げた。研究者コミュ
ニティの中で本研究の意義を共有するとともに、常にフィードバックを得ながら研究を進める
ことで、問題点や課題の早期の洗い出し、並びに考察を深めることに努めた。最終年度は研究の
総括と成果発表の時期と位置付け、成果の取りまとめを行うとともに、学会や研究会等で積極的
に発表を行った。 



 
４．研究成果 
 上記の３．で述べた(1)～(3)の観点について、主要な研究成果は次のようにまとめられる。 
 
(1) コーパス事例調査の結果、durch を伴う不変化詞動詞における異なる 2 つの意味解釈―空
間的意味と時間的意味―は文中に共起する経路表現と密接に関わることが明らかとなった。「～
を通り過ぎる」という空間的意味の場合には通過点との共起が観察される一方で、「～（移動）
し続ける」という時間的意味では移動の着点との共起が認められる。このように両意味解釈では、
文中に共起可能な経路表現が相補分布を成している。事例調査からは同時に、空間的意味と時間
的意味では表される移動事象のアスペクトが異なることが示された。空間的意味では限界的な
移動が表される一方で、時間的意味では非限界的な移動が表される。この観察から示唆されるこ
ととして、移動の通過点と直結した空間的意味では「1 回きりの通過」が表される。他方で、時
間的意味で表される移動は連続して起こる「通過の集積」として捉えられる。以上の結果を受け
て、両意味解釈を事象構造（event structure）の枠組みで定式化し、時間的意味が場所の「通過」
という空間的解釈に還元されることを示した。また、そのような空間的解釈から時間的解釈への
派生を可能とする背後には、durch による「通過」の意味によってもたらされる、空間と時間と
の 1 対 1 の対応関係・並行性があることを論じた。先行研究において、時間に関わる概念・表現
の基底には空間の概念・表現体系があるとされることがあるが（例えば Wunderlich 1985）、本
研究成果はその派生の一つの原理を究明したケーススタディーとして位置付けられる。 
 
(2) 事例調査では、基礎動詞 fahren、起点を内包する不変化詞動詞 ausfahren および着点を内
包する不変化詞動詞 einfahren と並び、いわゆる「二重不変化詞動詞」（McIntyre 2001）であ
る hinausfahren および hineinfahren を分析対象とし、経路表現との共起関係を探った。調査
からは、主として次のことが明らかとなった。まず、基礎動詞 fahren については、着点と高頻
度で共起する一方で、起点との共起頻度が極めて低いことが確認された。次に、einfahren およ
び hineinfahren では着点と共起する傾向が顕著であるという結果が得られた。起点を内包する
ausfahren では起点と共起する傾向があるものの、その頻度は着点を内包する不変化詞動詞と着
点との共起頻度と比べて低い。ausfahren 同様に起点を内包する hinausfahren では、起点では
なくむしろ着点と共起する傾向が認められた。事例調査と分析の結果からは同時に、起点と着点
の表出のされ方が、新情報―旧情報という情報構造の点で対照的な特徴を示すことが明らかと
なった。具体的には、動詞の語彙的意味に基づいて起点ないし着点が問題となる環境で、着点は
実際に当該文中で新情報として提示されるのに対して、起点は旧情報として認識されやすい。こ
の結果は、Ikegami (1987)で指摘されるような人間の言語・認知的な着点志向を裏付けるもので
あると考えられる。 
 
(3) 自由与格構文は主として与格が事態から影響を被るという「被動」を表すものであるが、特
定の環境下で与格が事態を意図せず引き起こすという「非意図的使役」の解釈が得られることが
知られている。他方 bekommen＋過去分詞構文では、本来的な「受動」の意味（「～してもらう・
される」）と並び、事態を主語自身が成し遂げる「達成」読み（「～することができた」）が可能
となる場合がある。調査と分析の結果、移動動詞が用いられる自由与格構文および bekommen
＋過去分詞構文で可能となる解釈は、経路表現によってもたらされる移動のダイクシスに基づ
き、予測が可能であることが明らかとなった。具体的には、移動動詞の自由与格構文で「非意図
的使役」解釈が認められるのは、「こちらからあちらへ」という遠心的移動が表される場合に限
定される。その一方、移動動詞の bekommen＋過去分詞構文で「達成」読みを阻むのは、「あち
らからこちらへ」という求心的移動であることが示された。 
 
以上、本研究課題では、移動動詞と経路表現との共起関係を実証的に調査・分析することで、

先行研究では見過ごされていた言語事実を明らかにした。さらに、実証研究と理論研究の融合を
図りながら、移動動詞の項である経路表現の内実と構文現象との連関を示した。 
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